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庄庄庄原原原自自自治治治振振振興興興区区区だだだよよよりりり
                      庄原市西本町二丁目１７番１５号 

第第 1122 回回  役役員員会会報報告告（3 月 27 日）協議事項等は次の通りです。 

１．平成 24 年度庄原自治振興区通常総会の開催予定日(案)等について・ ・ ・5 月 15 日開催を決定 

２．平成 24 年度庄原自治振興区通常総会議案関係について・・・・・・・・次の 2 つの素案検討協議 

①平成 23 年度実績報告(素案について)  ②平成 24 年度事業計画(案)について 

３．平成 23 年度一般会計および特別会計の収支決算見込みについて・・・・各決算見込額を確認 

４．平成 24 年度各種会議および環境パトロールの計画(案)について・・・・原案一部修正して決定 

５．庄原市ひとり暮らし高齢者等巡回相談員(欠員)の選考について・・・・・市の選考方法を再確認後、処理

 県北部を震源とするマグニチュード７の地震が発生し、庄原市内でも「震度６強」を観測。市内各地で建物倒壊等

の被害、多数の負傷者、火災等が発生しているとの想定で、３月１８日（日）午前９時より宮内町・美湯ハイツにおい

て、庄原市地域防災計画に基づき、大規模災害に備えるための関係機関及び地域住民が一体となった総合防災

訓練が実施されました。 

訓練には、主催の庄原市（１1 名）、庄原消防署（２２名）、庄原市消防団庄原方面隊（５８名）と、地元美湯ハ イ ツ

自治会員（６０名）、優輝福祉会ゆうしゃいん庄原・みとう温泉（１８名）、庄原赤十字奉仕団（１１名）に、見学者約３０

名（振興区役員１０名）総勢２１０名の参加があり訓練内容は次の通りでした。 

     ○ 災害初動体制確立訓練 （災害対策本部設置・現場指揮本部設置・情報収集訓練） 

○ 通報・避難・消化訓練 （自治会・ゆうしゃいん庄原。バケツリレー・消火器による初期消火体験） 

○ 建 物 火 災 訓 練 （消防団による実放水） 

○ 中高層建物救出訓練 （ゆうしゃいん庄原から消防署はしご車による救出） 

○ 応急救護所設営訓練 （応急救護所を設営し、応急手当デモンストレーションを実施） 

○ 水 防 工 法 訓 練 （土嚢づくり・土嚢積み） 

○ 倒壊家屋・被災車からの救出訓練 

○ 応 急 給 水 ・給 食 訓 練 （給水車による給水・赤十字奉仕団による非常食１６０食を配食） 

 この訓練は、昨年度本区で取り組みを始めた公助だけでなく、自助、共助となる自主防災組織の必要性を強く感

じました。 

 

日 時 ： 平成 24 年 5 月 15 日(火) 13：30～ 

場 所 ： 庄原市ふれあいセンター コパリホール（庄原市西本町四丁目 5－26） 

 

平成 24 年度 （第 8 回） 庄原自治振興区通常総会のお知らせ 

  
毎年行われている消防訓練が 3 月１５日、センター実験実習室より出火したとの

想定で実施されました。 
 市民会館・センター内に館内放送で出火を知らせるとともに、職員の避難誘導で

当日研修中の表千家茶道教室、洋裁教室の皆さんは無事避難。事務所の非常持ち出

し品も搬出し訓練を終了しました。 

市民会館・庄原自治振興センター 合同消防訓練 

避難完了報告 



 

  
 

      
 

 
1 日（火）自治振興区総務企画室会議 13：30～ 

8 日（火）自治振興区理事会     13：30～ 

15 日（火）庄原自治振興区通常総会  13：30～ 

22 日（火）自治振興区役員会     13：30～ 

第 2・4 火曜日 環境美化・防犯パトロール   

（石丸・柳原・西県営住宅・大歳県営住宅の各自治会長）

毎 週 1 回  青少協防犯パトロール  16：30～ 

5 月の振興区主催行事予定 厳しい低温の日の続いた今年の春は、桜の開花が遅く

なり、市内の名木といわれる一本桜は今が盛りのようで

す。昨年の今頃は、東日本大震災と福島の原発事故の報

道が続く毎日で、暗い思いの日々でした。今年は震災を

乗り越えて入園（所）、入学する元気な子どもたちの姿を

見ることができましたし、明日に向かって頑張ると力強

く語る新社会人の言葉で勇気づけられています。 
 別れの３月、出会いの４月といわれますが、各自治会で

も別れと出会いがあったことと思います。新しい出会い

を大切に、自治振興区の諸活動を頑張っていくなかでよ

り強い絆をみんなで築いて行きましょう。 

編  集  後  記 

※応募状況により開催出来ない 
場合があります。 

パソコン教室 受講生募集！！ ６月開講予定！  

はじめてコース （はじめてパソコンに触る方） 第 1・3 火曜日 

初 級 コ ー ス （基本操作のできる方） 毎 週 火 曜 日 

中 級 コ ー ス （実用に応じて、上達を目指す方） 第 2・4 火曜日 

14：00～16：00 

福祉連携会議の取り組み・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ～ 大黒東自治会 ～ 

自治会活動コーナー 

高齢化社会を迎えた今日、孤立死や孤独死する事件が相次いで発生しております。 
当地域ではそのような痛ましい事件を起こさないため、地域の現状把握や課題解決を図るには、地域での

絆を深めると共に、お互いが見守りと声掛けを始め、みんなで支えあう地域活動が益々重要になってきてい
ると思います。 
これらの状況から振興区では、民生委員児童委員、ひとり暮らし高齢者等巡回相談員、自治会長と合同の

「福祉連携会議」を昨年度重点事業のひとつに挙げておりました。 
当自治会では、地区の福祉連携会議と自主防災会設立への取り組みを昨年８月、自治会三役（会長･副会長･

会計）会議で決定しました。本年２月、上記委員と自治会三役及び各班長の合計１０名が集まり、安全安心
のための見守りネットワークの構築について協議致しました。今後２～３ヶ月に１回定期的に会議を開き、
次のことを検討協議する事にしております。 

１．地域連携を進める組織体はどの団体と組めばよいか。 
２．ひとり暮らし高齢者及び、災害など緊急時の要援護者など見守り対象者をどう把握すればよいか。 
３．見守り支援の内容と方法はどのようにするのがよいか。 
４．安心カードの作成は、何時・誰が・どのようにして作成するのか。 

など、具体的に取り組んで行きたいと思っております。 

【受講料】： 1 回 1,700 円 
【テキスト・材料代】： 2,500 円 
【場 所】： 庄原自治振興センター・庄原市民会館 
【対 象】： 庄原市民 （ただし庄原地区住民優先） 
【定 員】： 各教室 10 名                
【締切り】： 平成 24 年 5 月 18 日(金)  

（定員になり次第締め切ります） 

※申込み・問合せは庄原自治振興センター   電話 ７２－３７７７ 

A 記 

H23 年庄中生徒とパンジー植付

 大黒サロンは今年で、満 6 歳になります。 
 活動日は、毎月第三木曜日の午後 1 時 30 分から 2 時間くらいです。 
 活動内容は、1 月は新年会で舌鼓、4 月は上野公園にお花見、8 月はカープ

応援隊で広島に遠征、10 月は紅葉狩りなど積極的に野外活動をしております。

屋内活動の月は、新町会館で「放談会」に花を咲かせ、レクリェーションや

各種ゲーム、健康体操などで頭と体を鍛えており、常時 15～16 人が集います。

 昨年度からは、倉田百三の墓地清掃などのボランティア活動・中学校生徒

との世代間交流環境改善活動にも取り組んでいます。また、サロン発足後発

行している『大黒サロン便り』は、今年 3 月で６８号を数えています。 
 

                                     

サ ロ ン 紹 介 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ～ 大黒上自治会 ～


